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「
超
高
速
！

参
勤
交
代
」
と
い
う
映
画
、
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

藩
主
が
帰
国
し
た
直
後
、
幕
府
に
再

度
の
参
勤
を
命
じ
ら
れ
た
小
藩
の
奮
闘
を
コ
ミ
カ
ル
に

描
い
た
内
容
で
す
が
、
タ
イ
ト
ル
と
設
定
の
奇
抜
さ
に

「
そ
う
来
た
か
！
」
と
唸
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

佐
竹
義
和
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
国
典
類
抄
」
で

は
、
「
嘉
部
」
に
参
勤
交
代
の
記
録
が
登
場
し
ま
す
。

映
画
と
同
時
期
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
三
月
、
佐

竹
義
峰
の
参
勤
は
い
く
つ
か
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
一
部
を
抜
粋
す
る
と
…

・
一
六
日

戸
嶋
出
発

雄
勝
山
中
に
未
だ
雪
が
多
く
、
馬
の
足
が
立
た
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
今
月
中
の
到
着
が
難
し
い
と
老

中
へ
報
告
す
る
よ
う
江
戸
留
守
居
に
飛
脚
を
立
て
る
。

・
二
三
日

院
内
到
着

検
地
役
か
ら
「
杉
峠
か
ら
新
庄
領
ま
で
雪
普
請
を
指

図
し
た
」
と
報
告
あ
り
。（
義
峰
が
）「
人
足
た
ち
に
少

し
で
も
褒
美
を
与
え
た
い
」
と
の
こ
と
で
人
足
六
五
〇

人
に
金
千
疋
を
与
え
る
よ
う
代
官
へ
指
示
す
る
。

こ
こ
で
言
う
「
雪
普
請
」
と
は
、
お
そ
ら
く
除
雪
の

こ
と
で
し
ょ
う
。
割
注
に
「
日
数
ニ
而
取
合
候
得
は

弐
千
六
百
六
十
八
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
業
は

四
、
五
日
が
か
り
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

参
勤
、
間
に
合
い
ま
せ
ん
！

～
「
国
典
類
抄
」
よ
り
～

・
二
四
日

院
内
出
発

江
戸
へ
飛
脚
を
立
て
、
今
日
領
境
か
ら
出
る
旨
を
老

中
へ
報
告
す
る
よ
う
指
示
。

・
四
月
朔
日

須
賀
川
到
着

江
戸
か
ら
飛
脚
が
到
着
。
水
野
和
泉
守
殿
よ
り
到
着

の
遅
れ
を
了
承
す
る
書
状
が
届
い
た
と
の
報
告
。

「
水
野
和
泉
守
」
と
は
、
岡
崎
藩
主
・
水
野
忠
之
の

こ
と
。
享
保
の
改
革
で
は
老
中
と
し
て
吉
宗
を
支
え
た

人
物
で
、
「
暴
れ
ん
坊
将
軍
」
は
じ
め
数
々
の
時
代
劇

に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

四
月
七
日
に
は
草
荷
（
草
加
）
を
出
発
し
、
い
よ
い

よ
浅
草
の
上
屋
敷
へ
向
か
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
最
後
の

ケ
チ
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

…
千
住
大
橋
御
普
請
有
之
ニ
付
小
舟
渡
故

御
通
成

兼
候
而
千
住
掃
部
宿
一
里
塚
左
之
方
隅
田
川
街
道
両

国
橋
浅
草
橋
酒
井
左
衛
門
尉
殿
御
屋
敷
前
川
端
新
橋

通
よ
り

御
通
被
遊
上
屋
敷
江
被
為

入
候

橋
が
工
事
中
の
た
め
、
直
前
で
ル
ー
ト
変
更
。
午
の

刻
（
昼
前
後
）
に
よ
う
や
く
到
着
し
ま
す
。
ち
な
み
に

天
気
は
雨
で
し
た
。

他
の
参
勤
交
代
で
も
「
御
昇
進
に
伴
い
宿
札
を
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
水
戸
街
道
（
佐
竹
氏
の
旧
領
）

を
通
る
際
の
注
意
」
な
ど
、
記
録
か
ら
様
々
な
苦
労
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
「
国
典
類
抄
」
翻
刻
本
は
閲
覧
室

書
架
に
揃
っ
て
い
ま
す
。
公
文
書
館
で
秋
田
の
参
勤
交

代
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
鍋
島

真
】

去
る
八
月
三
一
日
（
日
）
、
今
年
度
第
一
回
目
の
県

政
映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
秋
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
に
ち
な

み
、
伝
統
工
芸
や
生
活
文
化
な
ど
「
秋
田
の
文
化
」
に

関
す
る
話
題
を
は
じ
め
と
し
た
五
本
の
作
品
を
上
映
し

ま
し
た
。

残
暑
の
中
、
午
前
の
部
午
後
の
部
合
わ
せ
て
七
一
名

の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
大
館
市
の
大

火
、
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
た
八
幡

平
、
秋
田
国
体
前

の
県
民
体
育
大
会
、

楢
岡
焼
、
竿
燈
祭

り
な
ど
の
作
品
に

興
味
を
持
た
れ
た

方
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

「
秋
田
県
の
発
展
し
て
い
く
様
子
を
見
て
自
分
の
生

き
る
時
と
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
（
六
十
代
女
性
）

「
今
回
も
貴
重
な
映
像
を
懐
か
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
」

（
七
十
代
男
性
）
」
「
後
世
に
残
す
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
」（
五
十
代
男
性
）
等
々
、
お
か
げ

さ
ま
で
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
十
一
月
三
日
（
月
）
文
化
の
日
に
開
催
予
定

で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

県
政
映
画
上
映
会
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特
別
展
示
室
に
て
、
企
画
展
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
秋
田

の
文
化
を
探
れ
！
」
を
開
催
中
で
す
。
国
民
文
化
祭
の

前
に
、
秋
田
の
伝
統
行
事
や
文
化
財
を
お
さ
ら
い
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

前
期
展
示
は
九
月
二
三
日
ま
で
！
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元
治
二
年
（
四
月
慶
応
と
改
元
）
五
月
二
日
、
秋
田

藩
御
膳
番
の
岡
忠
昌
（
百
八
）
は
、
家
老
宇
都
宮
帯
刀

に
随
行
し
、
御
勘
定
役
田
代
蔀
、
御
納
戸
役
秋
山
此
治

ら
と
横
浜
居
留
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
神
奈
川
宿
に
五

ツ
半
（
午
前
九
時
）
到
着
し
、
こ
こ
か
ら
舟
に
て
横
浜

に
入
り
ま
し
た
。
案
内
人
は
異
人
に
対
応
で
き
る
平
吉

と
、
横
浜
御
用
聞
商
人
伊
勢
屋
平
蔵
が
同
行
す
る
こ
と

で
、
手
ぎ
わ
よ
く
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
時
の
記
録
が
「
公
私
日
記
」（
岡
四
一
九
―
二
）

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
忠
昌
は
見
聞
の
内
容
で
特
に
珍

し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
箇
条
書
に
し
て
簡

潔
に
記
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
当
時
異
人
参
候
国
々
大
体
左
之
通
家
数
有
之
候

由
、
弐
百
軒
余
と
も
申
候

○
亜
国

四
十
二
ケ
処

○
英
国

七
十
ケ
処

○
仏
国

十
一
ケ
処

○
蘭
国

二
十
三
ケ
処

フ
ル
イ
セ
ン

ホ
ル
ト
ガ
ル

○
孛
国

八
ヶ
処

○
葡
国

七
ケ
処

ズ
イ
ツ
ル

○
瑞
国

○
魯
西
亜

ス
イ
ス
と
ロ
シ
ア
の
家
数
は
記
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

岡
忠
昌
の
横
浜
見
聞
記

～
元
治
二
年
五
月
の

「
公
私
日
記
」
よ
り
～

一
、
英
国
ノ
軍
艦
人
緋
羅
紗
之
筒
袖
ヲ
着
、
冠
ハ
白

シ
、
服
ハ
黒
キ
地
ニ
テ
赤
キ
監
筋
一
本
ア
ル
、
旅

館
ノ
入
口
ニ
ゲ
ン
ベ
ル
（
剣
付
）
ヲ
持
、
門
前
壱

人
宛
往
来
致
し
固
メ
居
候

一
、
仏
国
ノ
コ
ン
シ
イ
ル
居
候
、
屋
敷
前
ニ
ケ
ン
付

鉄
炮
ヲ
持
か
た
め
居
候

一
、
魯
西
亜
国
ノ
両
替
屋
普
請
中
也
、
異
人
参
両
替

致
居
候
所
ヲ
見
ル
、
例
之
ド
ル
銀
也

一
、
仏
国
ノ
料
理
屋
会
席
風
ニ
テ
為
喰
候
よ
し

一
、
異
国
ノ
台
事
場
高
キ
丸
キ
大
キ
ナ
机
ノ
よ
ふ
な

物
へ
織
物
ヲ
敷
候
所
モ
ア
リ
、
又
机
斗
リ
ノ
所
モ

ア
リ
、
台
器
は
別
之
所
ニ
仕
舞
置
候
、
又
机
ノ
上

ニ
ギ
ヤ
マ
ン
の
小
皿
出
し
置
候
所
も
ア
リ

一
、
居
国
ノ
居
酒
屋
も
多
く
有
之
候
、
肉
類
ヲ
商
所

モ
数
軒
有
之
、
又
反
物
ヲ
売
所
も
有
之
也
、
居
酒

屋
肉
類
商
ふ
家
ハ
麁
末
也

一
、
英
艦
大
小
ニ
テ
弐
十
艘
位
在
候
、
其
内
英
国
ノ

船
一
艘
格
別
大
キ
ク
見
得
候

こ
の
日
は
伊
勢
屋
平
蔵
の
家
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
家

の
造
り
は
和
洋
折
衷
の
構
造
で
し
た
。
忠
昌
の
こ
の
簡

潔
な
文
は
今
日
の
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
誰
で
も
理
解

出
来
る
光
景
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

翌
五
月
三
日
に
は
次
の
事
柄
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

一
、
横
浜
ハ
立
坪
数
十
八
万
坪
ト
申
事
也
、
尤
関
門

之
内
也
、
商
館
一
軒
千
坪
位
之
所
も
有
之
よ
し
、

家
一
軒
普
請
料
大
躰
三
万
両
、
四
万
両
位
宛
懸
り

候
由

そ
し
て
制
度
の
上
で
忠
昌
が
驚
い
て
書
き
留
め
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
王
が
三
年
位
で
交
代
し
、
ま
た
ミ

ン
シ
ト
ル
（
大
臣
）
・
コ
ン
シ
イ
ル
（
領
事
）
様
の
官

職
も
三
、
四
ケ
年
で
交
代
し
、
部
下
の
役
職
も
札
入
れ

に
従
っ
て
定
め
る
こ
と
で
し
た
。
封
建
機
構
の
中
で
生

き
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
こ

と
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

【
加
藤
民
夫
】

「御貿易場」（山６２）に描かれた安政六年（1859）の横浜港


